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稲 の 耐 早 性 に 関 す る 研 究

1． 特 に 茎 の 牲 状 と耐皐 性 と の 関係

野 田 愛 三 。 林 甚太 郎 ・佐 藤 昌弘

　　（ 香 用 大 学 礎 学 部 ）

　水稲品種 の 耐早性 の 研究 中河原卯太 郎氏 等 に よ る 山 口 農試 の 特別韓告 （G955 ＞ ， 陸稲 に っ い て

は 戸川真五 氏等 に よ る 三 重農試 の 業績 （1941 ） が 代表的 で あろ り。 野 田愛三 （1949 ，195D

は陸稲 が土壌水分 の 低下 の 時乾燥 した 風 に 遭 ぐ うす る 時 ， 水稲 で は雨を伴わ な い 高温 低湿 の 強 風の あ

っ た 場合， 何れ も急激に白穂化 （全 不稔）す る こ とが あ り， こ れ に対す る 抵抗性が 同様 な 出穂状 態に

ある 品 種間 で差異 の 大で あ る こ とを報告した 。 然 して抵 抗性 の 弱 い 品種 は穂頸下 の 節 の 上の 軟か い 茎

の 部分 が萎澗 して 蒸散と 吸水 の バ ラ ン ス が 破 れ 急激 な 白穂化 が 起 る で あ ろ う と考察 した 。

　本実 験は空 気昂魃 に 強 い 品 種 と 弱 い 品種 を水陸稲各 1 品 種宛を 用 い て 茎 の性状 に つ き実験 を行 な っ

た P

　　 1．材 料及 び実、験方 法

　 材　　料

　　　鳥取農試 よ 参取寄 せ た もの を本 学 附属農場 で 栽培し た 1957 産 の もの を供 用 した 。

　乾 物率 の 測定

　　　穂が 抽出 した後 16 日 の 間 で 4 回の 測定を行 な っ た 。 乾燥方法は 定法 に よ らた
。 主稈 及び下節

　　位第 r次分け つ を 1團当 り 20 本 を単位 とした 。

　 茎 の 維管束

　　　穂頸下 の 節 上 1D 糎の 点 の 横断面に よ り大維 管束数と小維 管束 （大維 管束 の 外 側に存在す る も

　　 の ） を測定し た 。

　親 水性 コ ロ イ ド

　　　植物 体を生体 の ま ま磨砕 し て
， 搾汁液 を と り汁液 2CC を と リマ ラ カ イ ト グ

’
リ
ー

ン D．　O　5　9，　
’M

　　 2CC を加え ， 湯浴上 で 5 分 間煮沸さ せ冷却後 ， 遠心分離機で 5 千 回 転 で 5 分間処理 ， 島津 の 光

　　電比色計 で波 長 620 μ で 測定 し，
吸着 度 を 比較 した

。

　　 2．結果 及び考 察

　 1）　 乾物 率の 比較

　　　第 1表に示 す如 く， 水 稲の 場合は穂頸 の 下 の 節よ り 10 糎の 上 7糎迄 の 間及 び節 の 上の 10 糎

　　 迄の 部 分の 乾物率 は何れ も両 品 種 に差異が な か っ た 。

　　　
1
陸稲 の 場 合は空 気早魃抵抗 性の 強 い 戦 捷は 弱い 身代起 1号に比 し節に近 い若い部分 の乾物率が

　　 高か っ た 。

　　　即 ち節の 上 4糎迄 の 間の 比較 で 戦捷は身代起 1号に比 し 29 ％も高か っ た。即 ち戦捷が 節 の 生

　　 長帯 の 上 の 若 い 部 分 で 生長速 度の 早 い こ とを示す と云 え よ う。 然 し そ れ よ り上 の 部 分 で は差異 が

　　見 られ遼 か っ た 。 水稲 の 場 合 も 節 の 直 上 の 若い 部分 の 比較を必要 とす る 。
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第 1表　節 （穂頸下 の 節》の 部位 に よ る乾物率

　 　 　 　 　 調 査

　 　 　 　 　 回数
節間部位

水　 田

水　稲

農林 10 号
比率％

水　 田

秀　峰

比率 ％
畑

身代起 1号
比率％ 畑戦捷 比率 ％

惣箍鰡 商・ 18．8 10D2a6110222 1002 〔L492

〃 　 　 　 　 　 H229 10026 ，211422 ．6 10D1 似 D84

” 　 　 　　 　 皿 24 ．2 10028 ．111624 ．110022 ．6 94
節 の 上 よ り 10 糎
　 　 　 　 　 　 1
迄 の 節問

9．2 100ia6117 1 ろ．5 1001 ろ．5100

” 　 　 　 　 　 ∬ 14．7100169114 ．　 1．2．5 100 り 2．0 98

〃 　　 　 　　 班 16 ．110018 ．7116 14 ．6 10D14 ．598

節 の 上 よ り 4糎酬
の 節 聞

11．4
　 　 　 …

10014 ．7129

　節の 生長帯の 上 の 若 い茎の 生長速度の 早 く；乾物 率 の 高 い こ とは早魃に対 して 萎澗 少 く ，
こ の 被 害

の 少 な い こ とを示 す もの と云 い 得 る で あ ろ う。

　尚節 の 直上部の 幼 い 茎 の 横断面 に つ き リ グ ニ ン の 定性反応 を検 した 処 ， 水 稲 ，陸稲 共 に 抵抗性 の 強

い 晶 種は 弱 い 品 種に比 し何 れ も呈 色の 反 応 が 強か っ た 。

2） 維 管束 数 の 比 較

第 1図 、茎 の 横断面 に む け る 維管束 の 分布

A ．　 ・大維管束

B −．・・　 「小維 管束
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前瞭 軸 ぱ儷 獣 ， 雛 騨 央 關 畷 異が 多倥 気旱麗 難 の 強勝 峰と然 らざ る謝

10 号と の 間に は 差異を見出 し難 い
。

　　 第 5図 　陸稲 の 畑 ， 水 田 栽培に 澄 け る 維 管束数 の 比較
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　 陸 稲で は両 品種共 に大維管束 も小維 管束 もそ の 数 の 上 で 畑栽培の 場合 水 田 栽培に 比 し増加
「
の傾向

の あ る こ とを示 した
。

　 大維管 束数 は畑 ， 永田 の栽培共 に 両品 種共明 らか 薫差異が 見ら れ な か っ た が 小維 管束 で は 畑 ， 水

田両栽培 で 品 種 の 間 に 明 らか な 差異が 児られ た 。

　 即 む空 気旱 魃抵抗 詮の 強 い 戦捷
．
では弱 い 身代 起 1 弓に 比 し 小 維 管束数 が 多ぐ， 早魃時 に 齢 v ・て 根

よ り養水分 の 移行が よ り容 易と な る 1形 質と考え られ る。

ろ） 茎部 の マ ラ カ イ ト グ IJ一ン の 吸 着慶

　　 第 2裘 　茎葉 及び 茎 の マ ラ カ イ ト グ リ
ー

ン の 吸着度

水稲農林 柵 号 秀　　　　峰
き

調 査回数
吸着度 比率 ％ 吸着 度 比率 ％

茎 葉全体

　 1の 1
5，5 10D 5．6 102

2 5．0 〜00 5．5 1D6

5 5．1 書 OD 5．5 104

1 の 平 均 5．2 窪 00 5．4｝ 104一一

茎 葉全体
　 IIの 1

5．7 1DO 5．8 102

2 5．ろ 100 5．ろ 100

皿 の 平酬 　 55 100 5．6 101  一

茎 の み 皿 1　 5．11 　 100 5．8　 1　 1 囹 4
1 1　 　 　　 　　 1 i

　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 左 表 で 見られ る如 く水 稲で 茎葉全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 体で 見る と空 気早魃抵抗性 の 弱 い農

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 林 10 号 は僅か に秀峰に 比し色素の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吸着度が 少 な い こ とを示 した が
， 茎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の み の 場 合 は 相 当明 ら か な差異 を示

　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　し た 。

　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 マ ラ カ イ ト グ リ
ー

ン の 吸 着 度 の 高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い こ とは 親水性 コ ロ イ ドの 含量が 高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い こ とを示ず と考 え られ る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 従来耐早性と
．
親水煙 コ ロ イ ド含量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との 関係は Tumano レ J ．J ．　 （192”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の 研究 に よ り進展が 見 られ ， 生態的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に も植物を乾燥状態に 絵 くこ とに よ

り膠質物 質 が 増 加す る こ と も報告 さ れ 多数 の 業績 が あ げ られ て い る 。

　細胞 に は 親水性 コ ロ イ ドが含ま れ ，膠質 問 に 結合 水を保持 し て い る た め 親 水性 コ ロ イ ドが 多い と

耐旱陸 は 強 い と考 えられ て い る 。

　 　 蝸

　池躅勇作 氏 （1952 ） ば 甘藷の 耐 早性 と コ ロ イ ド含量 との 関係 が 考察 され た σ

　耐寒性 と色素の 吸着度と の 関係 に つ い て は DUiln　 S　（19 ろ3 が 研究 を行f： わ れ た が茶 につ い て

塘 二 郎氏等 （1956 ） ， 麦 に つ い て奥平公 利氏 （1957 ）等 の 研究 が 引継 き行左 わ れ て い る 。

　本実験は水稲に 関す る 小 実験に 過 ぎず陸稲 も含 め て精 しく調 査す る 要が ある で あろ う。

　　 5 　む　　 す　　 び

　水陸稲の 耐早性を決定す る形態的 ， 生理生態的特性は多岐 に 亘 る が本 報で は ．ヒ述した よ うに 茎 の 性

状に つ い て 若干の 研究 を行な っ た もの で あ る 。

1． 陸稲幼植黝 の 草型 に つ い て の 研究 で 戸川氏 等葱乾 物率が 耐早性の 強 い 品種群が 弱 い 品 種群に 比 し

　高 い こ とを明 らか に され た が ， 陸稲の 茎 に 知 い て特に 節の ヒ 4 糎迄 の 若 い 部 分で 空気旱魃抵 抗性 の

　強 い 戦捷は 弱 い 身代起 1号に 比 し乾物 率 が 高 か っ た
。

こ の 若 い 茎 の 生長速度の 早 い こ とは 急激 な 蒸

　散 に よる茎 の 萎澗 を少 か らしめ る 1因 で あ る と考察 さ れ る
。

2．茎 の維管束数 の 比較で水稲 で は両 品種 の 間に 差異が．見られ な か っ た 。 陸稲 で は 大維 管束 も小維 管

　束 も畑 栽培 で 水 田 栽培 よ りもそ の 数が 多 か づ た 。 旱 魃 に対す る適応性 の 1つ の 現 わ れ と考察さ れ る。
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　 察気旱 魃 抵抗性の 強 い 戦捷は 小維管 束数 が 弱 い 身代起 1号に 比 し多き を 示 し た 。 早魃時養水分 の

供 給が よ り良 く行 な わ れ る こ とに 関係す る で あろ う と推定せ られ る 。

5．茎 の コ ロ イ ド吸着度 の 比較 で室気早魃抵抗性 の 弱 い 7k 稲 農林 10 号 は 秀 峰に 比 し 吸着度 が低 く，

親 7k 性 コ ロ イ ドの 含 量が 比較的低 か った 。 茎葉全体 と して よ り茎 （bみ の 場台 に 差が 大 で あ った 。 耐

旱性 に 関与す る 1っ の 特性 と考 え られ る。

備 考

1 ）早 魃 に 対 し て は 土 壌 早魃 （Soildrought ） と室気旱魃 （Air 　 drought ）と分けて 研究 が 進

　め られ る 場合 が あ る
。 従 っ て 耐早性も 茲 で は 室 気早魃 抵抗性 と して 取扱 っ た

。

2 ）　茎葉の 萎 凋 と云 わ れ て い る が 茎 の 萎凋 を 研究 さ れ た もの は 少 な い よ うに 思 わ れ る
。

　 葉の 萎凋 と茎 の 萎凋 と の 関係を 多数品種 に 就 て 行 ftう こ とも稲 の 耐旱性研究 で は 必
．
要 で あ る よ う

　に 思わ れ る 。
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